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マ
ッ
ピ
ン
グ
技
法
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
、

エ
コ
・
マ
ッ
プ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
マ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る
。

 

 ●
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
（

g
e
n

o
g
ra

m
）
と
は

 

 
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
は
「
世
代
関
系
図
」
と
呼
ば
れ
、

1
9

7
0
年
代
に
家
族
シ
ス
テ
ム
論
（
家
族
療
法
）

の
M

.ボ
ー
エ
ン
（
精
神
分
析
家
）
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
技
法
で
あ
る
。

M
.ボ
ー
エ
ン
は
、
精
神

分
析
学
派
の
影
響
を
強
く
受
け
、
現
在
の
家
族
か
ら
過
去
の
家
族
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
図
式
化
す
る

方
法
と
し
て
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
は
今
の
家
族
を
基
に
過
去
の

家
族
を
描
い
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん
上
の
方
に
広
く
ひ
ろ
が
り
、
ま
る
で
樹
木
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
、
家
族
樹
（

F
a
m

ily T
re

e
）
と
一
般
に
欧
米
で
は
言
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
は

3
世
代

以
上
の
家
族
構
成
と
そ
の
関
係
を
記
号
や
関
係
線
を
用
い
て
図
式
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
対
象
者
の
家

族
や
家
系
が
も
つ
構
造
や
世
代
間
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
特
徴
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。

 

 ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
の
例
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ロ
ゴ
ル
フ
ァ
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ロ
野
球
選
手
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 ＜
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
で
用
い
る
記
号
＞

 

 

出
典
：
日
本
社
会
福
祉
実
践
理
論
学
会
監
修
「
事
例
研
究
・
教
育
法

 
理
論
と
実
践
力
の
向
上
を
目
指
し
て
」

 
 

川
島
書
店

 
2

0
0

4
年

 
p

4
4

 

  ●
エ
コ
・
マ
ッ
プ
（

e
c
o
-
m

a
p
）
と
は

 

 
エ
コ
マ
ッ
プ
は
「
生
態
地
図
」
ま
た
は
「
社
会
関
係
図
」
と
呼
ば
れ
、

1
9

7
0
年
代
に

A
.ハ
ー
ト

マ
ン
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
。

 

 
人
間
は
社
会
生
活
を
送
る
上
で
、
他
の
人
間
や
社
会
制
度
、
機
関
と
い
っ
た
環
境
と
の
密
接
な
関
わ

り
合
い
の
中
で
生
活
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
人
と
そ
の
人
間
を
取
り
巻
く
環
境
と
の
相
互
作
用
は

複
雑
多
様
で
あ
り
、
常
に
変
化
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
を
取
り
巻
く
生
活
上
の
環
境
と
相
互

性
を
分
か
り
や
す
く
視
覚
的
に
図
式
化
し
た
も
の
が
エ
コ
・
マ
ッ
プ
で
あ
る
。

 

 
エ
コ
マ
ッ
プ
は
、
対
象
者
を
め
ぐ
る
生
活
環
境
の
概
略
を
総
覧
し
た
り
、
特
定
の
個
人
や
組
織
、
機

関
と
の
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に
有
効
な
技
法
で
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
個
人
の
エ
コ
マ
ッ
プ
を
継
時

的
に
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
者
と
生
活
環
境
の
変
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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 ＜
エ
コ
・
マ
ッ
プ
の
具
体
例
＞

 

 
出
典
：
日
本
社
会
福
祉
実
践
理
論
学
会
監
修
「
事
例
研
究
・
教
育
法

 
理
論
と
実
践
力
の
向
上
を
目
指
し
て
」

 
 

川
島
書
店

 
2

0
0

4
年

 
p

6
2

 

  ●
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ッ
プ
と
は

 

 
心
理
学
や
社
会
福
祉
学
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
で
用
い
ら
れ
る
家
族
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
法
の

1

つ
で
、
簡
単
な
記
号
や
線
を
使
っ
て
図
解
化
（
マ
ッ
プ
化
）
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

 
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、
兄
弟
姉
妹
関
係
な
ど
を
図
解
化
す
る
こ
と
で
、
家
族
の
全
体
像
を
視
覚
的

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
多
子
や
複
雑
な
家
族
構
成
の
場
合
、
情
報
を
整
理
し
や
す
く
な
る
。
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 ＜
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ッ
プ
で
用
い
ら
れ
る
記
号
＞

 

 情
緒
的
（
心
理
的
）
な
関
係
性

 

  

 

良
好
な
（
親
密
な
）
関
係

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
疎
遠
な
（
希
薄
な
）
関
係

 

    
 
 
 
 
 
険
悪
な
（
敵
対
）
関
係

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
密
着
（
過
干
渉
な
）
関
係

 

 

出
典
：
日
本
社
会
福
祉
実
践
理
論
学
会
監
修
「
事
例
研
究
・
教
育
法

 
理
論
と
実
践
力
の
向
上
を
目
指
し
て
」

 
 

川
島
書
店

 
2

0
0

4
年

 
p

4
4

 

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
マ
ッ
プ
で
は
、
家
族
内
の
力
関
係
、
家
族
間
の
情
緒
的
（
心
理
的
）
な
関

係
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
図
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
メ
ン
バ
ー
間
で
起
こ

っ
て
い
る
課
題
や
葛
藤
、
世
代
間
で
連
鎖
す
る
問
題
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
際
に
役
立
つ
。

 

  【
補
足
資
料
】
家
族
周
期
（
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）

 

家
族
周
期
と
は
、
結
婚
か
ら
夫
婦
の
死
亡
ま
で
の
家
族
構
成
、
生
活
水
準
、
家
族
の
社
会

的
活
動
や
欲
求
な
ど
を
周
期
的
に
捉
え
る
も
の
。

 

①
新
婚
期
：
婚
礼
か
ら
第

1
子
誕
生
ま
で

 

②
出
産
・
育
児
期
：
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

2
者
関
係
か
ら

3
者
関
係
に
変
わ
る
段
階

 

③
教
育
期
：
親
と
思
春
期
の
子
ど
も
と
の
関
係
で
は
自
立
と
依
存
の
葛
藤
が
激
し
く
な
る

 

④
子
ど
も
の
独
立
期
：
第

1
子
が
家
を
出
て
社
会
的
に
自
立
し
て
か
ら
、
末
子
が
巣
立
つ
ま
で

 

⑤
子
ど
も
の
独
立
後
の
夫
婦
期
：
夫
婦
関
係
の
再
発
見

 

⑥
老
後
期
：
家
族
の
喪
失
を
体
験
す
る
時
期

 

 ※
家
族
周
期
に
お
け
る
発
達
課
題

 

①
新
婚
期
：
新
し
い
生
活
様
式
を
作
り
上
げ
て
い
く
時
期
、
夫
婦
と
し
て
絆
を
深
め
て
い
く
。

 

②
出
産
・
育
児
期
：
育
児
と
い
う
役
割
行
動
を
獲
得
す
る
、
夫
婦
の
役
割
分
担
（
性
別
役
割
分
業
）。

 

③
教
育
期
：
学
校
を
通
じ
て
社
会
と
の
関
わ
り
が
深
く
な
る
、
子
ど
も
の
社
会
化
を
進
め
る
。

 

④
子
ど
も
の
独
立
期
（
分
離
期
）
：
子
の
親
離
れ
と
親
の
子
離
れ
を
同
時
に
進
行
さ
せ
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
老
後
の
設
計
、
老
親
介
護
の
問
題
、
更
年
期
な
ど
の
健
康
問
題
。
 

⑤
子
ど
も
の
独
立
後
の
夫
婦
期
（
成
熟
期
）
：
定
年
退
職
、
新
た
な
生
き
が
い
を
見
出
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年
金
生
活
の
た
め
に
安
定
し
た
家
計
の
維
持
が
課
題
、
祖
父
母
と
し
て
の
役
割
。 

⑥
老
後
期
（
完
結
期
）：
配
偶
者
を
失
い
一
人
暮
ら
し
か
子
ど
も
と
の
同
居
に
な
る
、
終
末
を
迎
え
る
。

 

＜
カ
ー
タ
ー
と
マ
ク
ゴ
ル
ド
リ
ッ
ク
「
家
族
発
達
段
階
論
」
よ
り
＞

 

※
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
も
記
号
を
用
い
て
記
す
こ
と
が
あ
る
。

 


